
地域の記憶と物語を

カプセルに詰める

学生滞在型プロジェクト

主催　川内村　　運営　一般社団法人リテラシー・ラボ
この事業は令和8年度福島特定原子力施設地域振興交付金を活用した事業です。

首都圏・東北地方在住/在学の大学生

〆切 ： 7月25日正午お 申し 込 み

主催者負担(現地までの交通費、宿泊費)

無料

現地フィールドワークとオンラインを活用したハイブリッド形式
フィールドワークは川内村および近隣地域(9/10/12月を予定)

2026年7月～2027年1月

16名

参 加 対 象

旅 費 交 通 費

参 加 費

現 地 拠 点

実 施 形 式

実 施 期 間

定 員

本プロジェクトの舞台は、東日本大震災と福島第一原子力発電所事故により大きな影響を受けた、福島県川内村

です。震災から15年が経ち、被災地域では人口減少や災害経験の風化、記憶の継承が大きな課題となっていま

す。一方で、こうした課題は人口減少が進む社会の中で、どの地域にとっても向き合うべきテーマでもあります。

本プロジェクトでは、福島県内外の大学生が川内村に滞在し、地域で暮らす人々との交流を通じて、里山の日々

の営みの中で大切にされてきた「もの」や「こと」に出会い、それらを題材にしたカプセルトイ制作に挑戦します。

制作には、第一線で活躍するクリエイターも参加します。地域を題材にしたものづくりを学びながら、思わずガチャ

っとまわしたくなるコンテンツ制作を通じて、川内村の物語を発信し、新たなつながりを生み出すことを目指します。

プロジェクト
について

一部食費は実費負担

実施概要

info@literacy-lab.org

〒9 7 9 - 1 2 0 1 福 島 県 双 葉 郡 川 内 村 大 字 上 川 内 町 分 1 3 8 − 1
川内村複合まちなか拠点うまわーる

詳しくはこちらから

お申し込みはこちらから


